
左位牌壇整理についての
お知らせ

ネパール大地震募金のお礼

　この度当山では、本堂左位牌壇の調査
整理を行うこととなりました。昭和 57 年
に旧本堂から新本堂への遷座以来 33 年
が経過し、今後の継承者と祀り方につい
て検討することとなりました。
　これにつき、ご要望等がありましたら当
山受付までご一報いただければと存じます。

本年4月25日にネパールおよび周辺国で
発生した地震により、建物や文化財も多数
倒壊するなど甚大な被害がでました。檀信
徒皆様より30,840 円（7 月16日現在）
をお寄せいただき、法
華宗宗務院にお届けい
たしました。ご協力あ
りがとうございました。

て
ら
に
っ
き

寺
日
記

無
縁
社
会
と
寺
縁
そ
の

19

じ

　
　え 

ん

　
8
月
15
日
、
戦
後
70
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
山
本
堂
で
の
年
回
法
要
後
の
法
話
で
、
折
々
に
故
人
の
年
齢
が
八
十
代
で
あ
れ
ば
終
戦
時
は
十
代
、

九
十
代
で
あ
れ
ば
二
十
代
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
戦
前
の
困
難
、
戦
中
の
苦
難
、
戦
後
の
混
乱
の
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
を
乗
り
越
え
て
、
私
ど
も
に
命
を
始
め
と
す
る
有
形
無
形
の
も
の
を
お
残
し
い
た
だ
き
ま
し
た
、

尊
い
ご
生
涯
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
、
と
お
話
し
て
お
り
ま
す
。

　
戦
後
70
年
、
こ
の
節
目
の
年
に
国
と
し
て
他
国
と
ど
う
向
き
合
い
、
国
の
あ
り
方
や
そ
の
基
本
理
念
を

ど
う
構
築
し
、
運
用
す
る
か
の
論
議
が
喧
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
当
山
総
代
で
あ
る
お
一
人
の
先
生
が
、
日
本
国
憲
法
は
、
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
の
中
で
若
手
の
官
僚

が
平
和
主
義
・
理
想
主
義
に
燃
え
て
構
想
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
憲
法
を
遵
守
し
て
、
平
和
で
豊
か
な
社
会
を
創
造
し
て
来
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
五
十
年

七
十
年
を
世
界
の
国
々
と
平
和
で
友
好
に
歩
ん
で
い
く
道
を
模
索
す
る
過
渡
期
に
あ
る
と
痛
感
し
ま
す
。

　
社
会
・
政
治
の
現
実
の
葛
藤
を
見
据
え
る
中
で
、
宗
教
が
目
指
す
平
和
と
奉
仕
の
精
神
を
今
以
上
に
発

揮
し
、
行
動
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

�

　
　
鴉　
鵠

●
6
月
3
日
　
信
行
勧
学
院
上
棟
式

　

興
隆
学
林
専
門
学
校
新
校
舎
新
築
に
続
き
、
尼
崎

大
本
山
本
興
寺
建
立
に
よ
る
信
行
勧
学
院
上
棟
式
が

奉
修
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
1
日
か
ら
は
同
専
門
学
校

の
寄
宿
舎
と
な
り
ま
す
。

●
6
月
11
日
　
京
都
真
々
庵
見
学
会

　

日
本
橋
倶
楽
部
主
催
に
よ
る
松
下
幸
之
助
夫
妻
建

設
の
京
都
南
禅
寺
畔
別
荘
群
に
あ
る
松
下
真
々
庵
を

見
学
。

●
6
月
18
日
　「
シ
リ
ー
ズ
日
蓮
」
刊
行
祝
賀
会

　

新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
シ
リ
ー
ズ
日

蓮
」
刊
行
会
主
催
の
基
調
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
6
月
19
日
　
東
京
教
区
宗
務
所
総
会
　

　
於　

宗
務
院
（
日
本
橋
人
形
町
）

●
6
月
19
︲
20
日
　
日
本
橋
倶
楽
部
金
沢
研
修
会

　

19
日
金
沢
市
金
城
樓
集
合
、
20
日
富
山
高
岡
市
に

あ
る
国
宝
高
岡
山
瑞
龍
寺
、
高
岡
大
仏
等
の
見
学
。

●
6
月
21
日
　
法
華
宗
陣
門
流
本
成
寺
晋
山
式

　

新
潟
県
三
条
市
の
法
華
宗
陣
門
流
総
本
山
本
成
寺

に
お
い
て
、
第
八
十
九
世
貫
首
（
管
長
）・
門
谷
日
悠

猊
下
の
晋
山
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

●
6
月
22
︲
23
日
　
全
日
本
仏
教
青
年
会
沖
縄
大
会

　

22
日
沖
縄
県
那
覇
市
に
お
い
て
、
全
日
本
仏
教
青

年
会
主
催
に
よ
る
沖
縄
大
会
開
催
。
慰
霊
法
要
、
基

調
講
演
、
宗
教
対
話
等
が
行
わ
れ
、
23
日
に
は
平
和

行
進
、
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
6
月
16
日
　
定
例
総
代
会

　

総
代
9
名
全
員
出
席
・
於　

日
本
橋
倶
楽
部

●
6
月
27
日
　
大
坪
師
ご
子
息
婚
礼

　

横
浜
市
伊
勢
山
ヒ
ル
ズ
に
お
い
て
、
当
山
職
員
・
大

坪
顕
孝
師
佐
代
子
夫
妻
の
長
男
・
大
坪
祐
一
氏
と
天

本
み
わ
さ
ん
の
華
燭
の
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
6
月
30
日
　
興
隆
学
林
専
門
学
校
前
期
閉
校
式

　

学
林
宗
務
院
連
絡
協
議
会（
学
務
協
）・
於　

尼
ヶ
崎
市

●
7
月
3
日
　
沼
津
日
唱
庵
お
見
舞
い

　

沼
津
市
大
本
山
光
長
寺
中
の
日
唱
庵
川
口
日
唱
上

人
療
養
中
に
つ
き
、
同
上
人
を
静
岡
県
函
南
の
逓
信

病
院
へ
お
見
舞
い
に
上
が
り
ま
し
た
。

●
7
月
6
日
　
入
谷
鬼
子
母
神
朝
顔
市

　

毎
年
7
月
の
6
・
7
・
8
日
に
開
催
さ
れ
る
東
京

下
町
の
風
物
詩
、
入
谷
鬼
子
母
神
（
真
源
寺
＝
当
山

組
寺
）
朝
顔
ま
つ
り
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
7
月
16
日
　
当
山
孟
蘭
盆
会
法
要

　

新
盆
会
お
参
り
80
余
名
の
方
々
を
は
じ
め
、
4
0
0

名
余
の
方
々
に
台
風
11
号
接
近
の
な
か
、
ご
参
詣
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
8
月
15
日
　
終
戦
追
悼
法
要

●
8
月
25
︲
27
日
　
北
海
道
教
区
教
学
講
習
会

　

法
華
宗
主
催
に
よ
る
北
海
道
教
区
教
学
講
習
会
が
札

幌
市
に
お
い
て
開
催
。
講
師
株
橋
隆
真
・
大
平
寛
龍
両

先
生
、
担
当
部
長
・
当
住
上
人
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

9 月 12 日（土）	 勉強会 「心が温かくなる日蓮の言葉」 拝読 -25-

10 月 14 日（水）	 正隆会課外活動　秋のウォーク（上記参照）

11 月 14 日（土）	 写経会

12 月 12 日（土）	 一万遍唱題行
	 勉強会 「法華経の略要品」（大平宏龍 著）拝読 -1-

1 月 ９ 日（土）	 初題目、 勉強会 「法華経の略要品」 拝読 -2-

1 月 22 日（金）	 猿江妙壽寺稲荷初午大祭（予定）

２ 月 13 日（土）	 勉強会 「法華経の略要品」 拝読 -3-

3 月 12 日（土） 東京大空襲祥月忌・写経会

　当山では、毎月第2土曜日午後2時より月例講
正隆会を開催しております。仏教や法華経につい
ての勉強会や写経会、またウォーキング課外活動
を行っています。檀信徒、ご友人どなたでも参加
できます。例会では、毎回1時半より正隆廟墓前
法要を奉修しております。

午後 2時開催

22No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

平成 27年 9月 1日発行

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 

〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　http://myojyuji.or.jp

晴明庵▶ 7 月 23 日 孟蘭盆会　猛暑のな
か宗務院渡部憲吾上人法話に続き、孟蘭
盆会法要が奉修されました。
8 月20 日　海施餓鬼法要　恒例の海施餓
鬼が伊東沖にて執り行われました
桑　港▶ 8 月 2 日 サンフランシスコ日蓮
教会において、恒例の孟蘭盆会法要が奉
修され、60数名の方々の参詣をいただき
ました。

Kugenuma & San Francisco
鵠沼・桑港から

大原麗子さん七回忌法要

　8 月 2 日、当山にて大
原麗子さん（華麗院妙舞
大姉）七回忌法要が俳優・
渡瀬恒彦さん、演出家・
石井ふく子さんはじめ、
60 余名が参列し、粛かに
奉修されました。

6 ／17・ 7 ／24▶責任役員 （内局 ）会議

当住上人
の 宗務院 diary

妙壽寺 2015 秋冬スケジュール

午前 11 時：中日合同法要　初座
正午 12 時：歴代墓所参拝・正隆廟法要・動物廟法要
午後 2 時：中日合同法要　第二座

9 月23日 水 祭 	 秋の彼岸法要

11 月 3 日 火 祭 	 御会式法要　午後 2 時（法話 午後 1 時）

1 月 1 日 金 祭 	 元旦国祷会

2 月 3 日 水 祭 	 節分会・正隆会月例講

一之輔落語×竹灯籠能「猩
しょうじょうみだれ

々乱」

＊第二部開演前には「猩々乱」に因み、振る舞い酒をご用意
する予定です。いつもとは趣の違う舞台をお楽しみください。

あらすじ：唐の国、揚子の里で酒を売る親孝行の高風と言う青年がいた。
その高風の店へ、夜毎に酒を呑みにくる店の常連の男がいた。どれほどの
量の酒を飲んでも酔態を見せることがない。あまりの不思議さに名を尋ね
ると、海中に住む猩々という精だと答えて立ち去った。そして、今宵。『猩々』
が、川辺で酒を用意して待っている高風の前に現れた。猩々は高風に親孝
行の果報として『酌めども尽きぬ百薬の霊酒を湛えた壷』を与え、自らも
酒を楽しみ舞いに戯れながら夢の中に去っていった。しかし、猩々がくれ
た酒の壷は夢に覚めることもなく、酒が尽きせぬ高風の店はめでたく栄え
たのであった。

◎入場料（全席自由）
　一部・二部通し券	 一般 6500円	 学生 4000円
　一部のみ	 一般、学生共に 2000 円
　二部のみ	 一般 5000円	 学生 2000円
◎チケットお申込み
　電 話 予 約	 カンフェティチケットセンター
	 TEL：0120-240-540（平日 10時〜 18時）
　当山でもチケットをご用意しております。
◎お問い合わせ…代々木果迢会
　　　　　　　TEL：03-3370-2757（平日 10時〜 18時）

14：00　 第一部 　春風亭一之輔独演会
16：00　 第二部 　竹灯籠能「猩々乱」

於　妙壽寺本堂
開演 14：00（開場 13：30）～ 18:00（予定）

平成 27 年 10 月 24 日（土）

予告

予告 10 月 14 日（水）
正隆会 秋のウォーク

両国探訪と隅田川ランチクルーズ
午前 10 時より（JR 両国駅西口改札集合）参加費：6,000 円

＊詳細は別紙参照

両国駅 ➡ 回向院 ➡ 相撲博物館
（両国国技館内）➡ 旧安田庭園 ➡ 
横網町公園（復興記念館）➡ 船宿
釣新（厩橋・隅田川ランチクルー
ズ 12 時乗船　乗船時間約 90 分）
➡ 下船後解散（14時頃の予定）

ウォークコース（案）

お問合せ事務局：中島 携帯電話 090-1508-1188

毎年恒例の「竹灯籠能」で使われ
る竹灯籠は、境内にある竹を切り
出し、一つひとつ丁寧に造られ、雨
の日も灯が消えぬよう工夫されてい
る。本年は 10 月 24 日（土）開催



小
佐
野　

桜
上
水
に
あ
る
日
大
の
予
科
で
す
。

住
職　

今
は
、
日
大
文
理
学
部
に
併
設
さ
れ
た
日
大
櫻

丘
高
校
が
あ
り
ま
す
ね
。

小
佐
野　

よ
く
ご
存
じ
で
す
ね
。
畑
の
中
で
し
た
が
、

そ
こ
の
予
科
に
通
学
し
て
い
ま
し
た
。

住
職　

予
科
の
後
は
？

小
佐
野　

２
年
間
在
籍
し
て
、
法
学
部
へ
。

住
職　

神
田
三
崎
町
で
す
ね
。

小
佐
野　

日
大
本
部
の
前
に
法
学
部
が
あ
り
、
そ
の
こ

ろ
の
私
は
一
生
懸
命
勉
強
を
す
る
癖
が
つ
い
て
き
て
、

研
究
室
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
２
年
た
た
な
い
う
ち

に
出
征
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
18
年
12

月
で
す
。

住
職　

出
征
前
の
18
年
ま
で
の
２
、３
年
間
の
お
寺
で
の

生
活
は
、
や
は
り
朝
早
く
に
日
照
上
人
が
、
皆
さ
ん
と

お
勤
め
を
な
さ
っ
た
の
で
す
か
。

小
佐
野　

日
照
上
人
は
す
ご
い
で
す
よ
。
あ
あ
い
う
生

活
は
ど
う
し
た
ら
で
き
る
の
か
と
い
う
ほ
ど
で
、
朝
６

時
ぐ
ら
い
に
起
き
て
、
お
経
を
上
げ
な
が
ら
ハ
タ
キ
を

か
け
て
回
る
わ
け
で
す
。
お
弟
子
さ
ん
方
の
ほ
う
が
む

し
ろ
起
き
る
の
が
遅
い
く
ら
い
で
ね
。
日
中
も
忙
し
く
、

午
後
に
な
る
と
た
い
て
い
お
出
か
け
に
な
ら
れ
る
。
一

郎
さ
ん
は
じ
め
、
お
弟
子
さ
ん
が
駅
ま
で
自
転
車
で
お

見
送
り
と
お
迎
え
を
し
て
い
る
の
は
、
皆
さ
ん
も
存
じ

上
げ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

住
職　

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
日
照
上
人
の
家
族
、
私

の
父
の
顕
道
は
…
。

小
佐
野　

長
男
の
澍し

げ

洽お
き

さ
ん
は
病
気
で
…
。
顕
道（
次
男
）

さ
ん
と
夫
佐
恵
さ
ん
、
恵
子
ち
ゃ
ん
の
３
人
で
し
た
。

住
職　

顕
道
は
、
そ
の
当
時
は
国
士
舘
中
学
に
通
学
し

て
い
ま
し
た
か
。

小
佐
野　

そ
う
で
す
。
顕
道
さ
ん
は
私
よ
り
３
つ
下
で

し
た
か
。

住
職　

大
正
14
年
で
す
か
ら
ね
。
恵
子
叔
母
は
ま
だ
小

学
生
で
す
ね
。

小
佐
野
　
そ
う
、
そ
う
。
甘
え
ん
坊
で
ね
、
一
郎
さ
ん

な
ど
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
自
転
車
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

住
職
　（
笑
）
お
姉
さ
ん
の
夫
佐
恵
さ
ん
は
。

小
佐
野　

夫
佐
恵
さ
ん
は
私
と
同
じ
年
で
ね
。

住
職　

も
う
お
寺
の
お
手
伝
い
と
か
な
さ
っ
て
い
た
の

で
す
か
。

小
佐
野　

そ
う
で
す
。
私
が
日
大
の
予
科
に
行
っ
た
こ

ろ
で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
か
ら
後
に
夫
佐
恵
さ
ん
の
ご
主

人
に
な
る
大
塚
久
悳
さ
ん
が
明
治
大
学
に
通
っ
て
い
て
、

彼
は
私
が
い
た
こ
ろ
の
若
い
者
の
中
で
は
ト
ッ
プ
で
し

た
。
浦
辺
さ
ん
を
除
い
た
ら
一
番
上
で
、
矢
吹
一
郎
さ

ん
た
ち
は
下
で
し
た
。

住
職　

そ
う
で
す
か
。

小
佐
野　

あ
の
こ
ろ
は
そ
う
い
う
時
代
で
し
た
ね
。

　
戦
勝
ム
ー
ド
の
中
で
、
召
集

住
職　

当
時
の
世
間
の
空
気
は
、
ま
だ
戦
勝
ム
ー
ド
の

よ
う
な
感
じ
で
し
た
か
。

小
佐
野　

戦
勝
ム
ー
ド
そ
の
も
の
で
し
た
。
私
た
ち
が

出
征
す
る
こ
ろ
は
、
ま
だ
負
け
る
と
い
う
意
識
が
余
り

な
か
っ
た
時
代
で
す
ね
。

住
職　

や
が
て
赤
紙
、
召
集
令
状
が
勝
山
村
に
配
達
さ

れ
、
ご
両
親
か
ら
妙
壽
寺
に
知
ら
せ
が
あ
っ
た
わ
け
で

す
ね
。

小
佐
野　

学
徒
動
員
で
す
か
ら
、
通
知
が
田
舎
に
来
て
、

そ
れ
を
知
っ
て
田
舎
に
帰
り
、
そ
こ
で
み
ん
な
に
見
送

ら
れ
る
。
さ
ら
に
お
寺
で
も
う
１
回
見
送
ら
れ
出
征
し

た
わ
け
で
す
。

住
職　

我
々
が
戦
中
の
記
録
フ
ィ
ル
ム
で
よ
く
見
る
の

は
、
雨
の
明
治
神
宮
外
苑
で
学
徒
出
陣
の
壮
行
会
が
開

か
れ
、
雨
道
を
軍
靴
で
踏
ん
で
行
進
す
る
と
い
う
シ
ー

ン
が
あ
り
ま
す
が
。

小
佐
野
　
そ
の
映
像
に
私
た
ち
が
映
っ
て
い
ま
す
。
学

校
ご
と
に
行
進
を
し
ま
す
が
、
私
は
日
大
の
学
生
委
員

で
し
た
の
で
、
指
揮
官
を
務
め
ま
し
た
。

住
職　

そ
う
で
す
か
。
見
送
る
側
の
ト
ッ
プ
は
当
時
の

首
相
、
東
条
英
機
さ
ん
で
す
か
。

小
佐
野
　
も
ち
ろ
ん
東
条
さ
ん
で
す
よ
。
我
々
が
分
列

行
進
で
入
っ
て
い
く
と
観
覧
席
の
女
子
学
生
な
ど
み
ん

な
が
拍
手
す
る
わ
け
で
す
。
雨
の
中
、
東
条
さ
ん
の
激

励
を
我
々
は
複
雑
な
気
持
ち
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。
分

列
行
進
の
情
景
は
今
も
思
い
出
し
ま
す
。

住
職　

そ
の
行
進
の
後
に
、
ま
た
妙
壽
寺
で
送
別
会
が

あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

小
佐
野
　
そ
う
で
す
。
日
照
上
人
、
永
隆
寺
さ
ん
、
大

久
保
石
材
店
の
亀
吉
さ
ん
の
お
三
方
に
送
別
会
を
開
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
ま
だ
学
生
で
、
配

属
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
な
ど
は
目

が
悪
く
て
、
丙
種
合
格
に
な
る
と
期
待
し
て
い
た
の
で

す
が
、
そ
れ
で
も
合
格
し
て
し
ま
う
。
し
か
も
、
配
属

先
は
高
射
砲
で
す
。

住
職　

視
力
が
良
く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。

小
佐
野　

ど
う
し
て
目
の
悪
い
私
が
配
属
さ
れ
た
の
か
、

矛
盾
を
感
じ
な
が
ら
入
隊
し
た
も
の
で
す
。

　
軍
隊
生
活
と
東
京
大
空
襲
と
の
遭
遇

住
職　

軍
隊
名
は
…
。

小
佐
野　

高
射
砲
49
連
隊
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

住
職　

内
地
で
結
構
訓
練
さ
れ
ま
し
た
か
。

小
佐
野　

経
堂
の
連
隊
で
し
た
が
、
溝
の
口
の
台
地
に

基
地
が
あ
り
、
即
日
、
高
射
砲
陣
地
に
配
属
さ
れ
、
兵

隊
生
活
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

住
職　

外
地
に
は
行
か
れ
ま
し
た
か
。

小
佐
野　

行
か
な
か
っ
た
で
す
。
千
葉
の
小
中
台
に
あ

る
高
射
学
校
に
行
っ
て
訓
練
を
受
け
て
見
習
士
官
に
な

り
ま
し
た
が
、
卒
業
時
、
内
地
に
残
る
者
は
１
割
、
９

割
が
外
地
で
、
そ
の
１
割
の
中
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の

辺
は
ま
だ
運
が
よ
か
っ
た
で
す
が
、
私
と
仲
の
良
か
っ

た
者
が
外
地
に
行
く
船
で
米
軍
に
撃
た
れ
て
亡
く
な
り

ま
し
た
。
高
射
学
校
で
仲
の
よ
か
っ
た
仲
間
で
し
た
。

住
職　

そ
う
で
す
か
。
不
運
で
し
た
ね
。

小
佐
野　

本
人
の
努
力
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
関
係

な
い
わ
け
で
す
か
ら
ね
。
ま
あ
、
あ
の
こ
ろ
の
話
は
思

い
出
す
の
も
嫌
な
く
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ね
。
た
だ
、
私
が
そ
の
当
時
の
仲
間
に
対
し
て

申
し
わ
け
な
い
の
は
、
い
つ
も
甘
い
汁
を
吸
っ
た
と
言
っ

た
ら
語
弊
が
あ
り
ま
す
が
、
外
地
に
は
行
か
ず
内
地
に

残
り
、
比
較
的
楽
な
と
こ
ろ
に
配
属
さ
れ
た
と
か
、
ど

う
表
現
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
も
そ
ん
な
に

善
人
で
は
な
い
は
ず
で
す
が
。

住
職　

つ
い
先
ご
ろ
は
、
沖
縄
戦
70
年
の
慰
霊
祭
に
全

日
本
仏
教
青
年
会
Ｏ
Ｂ
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
が
、
６

月
23
日
は
沖
縄
の
方
々
に
と
っ
て
は
組
織
的
抵
抗
が
終

わ
っ
た
日
と
い
う
こ
と
で
す
。
何
し
ろ
県
民
の
４
人
に

１
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

小
佐
野　

そ
れ
も
民
間
人
で
す
か
ら
ね
。

住
職　

３
月
10
日
の
東
京
大
空
襲
で
10
万
人
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。

小
佐
野　

私
た
ち
は
そ
の
３
月
10
日
に
千
葉
県
小
中
台

に
い
て
、
高
射
砲
の
陣
地
で
見
習
士
官
の
訓
練
が
あ
り

ま
し
た
。
Ｂ
29
が
攻
め
て
き
て
、
江
東
区
一
帯
が
焦
土

化
さ
れ
た
と
き
で
す
。
あ
の
と
き
３
月
１
日
か
ら
訓
練

が
あ
っ
て
、
10
日
に
は
連
隊
に
帰
る
未
明
で
す
。
小
中

台
の
上
空
を
通
っ
て
江
東
区
が
全
部
や
ら
れ
た
と
き
、

私
は
そ
こ
に
い
た
の
で
す
が
、
撃
っ
て
も
当
た
る
は
ず

も
な
い
高
射
砲
で
反
撃
し
て
い
ま
し
た
。

住
職　

撃
ち
返
し
た
の
で
す
ね
。
そ
の
話
は
よ
く
聞
き

ま
す
が
、
炎
が
す
ご
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

小
佐
野　

そ
れ
は
す
ご
い
で
す
よ
。
連
隊
復
帰
と
い
う

こ
と
で
調
布
ま
で
帰
る
わ
け
で
す
。
け
れ
ど
も
今
考
え

て
も
、
電
車
で
堀
切
菖
蒲
園
駅
を
降
り
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
途
中
の
浅
草
で
、
白
木
屋
デ
パ
ー
ト
が
ボ

ン
ボ
ン
燃
え
て
い
る
と
き
で
し
た
。
み
ん
な
川
の
中
に

飛
び
込
ん
で
、
遺
体
が
た
く
さ
ん
浮
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

住
職　

累
々
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

小
佐
野　

そ
う
い
う
中
を
通
っ
て
白
木
屋
前
に
来
て
、

運
転
し
て
い
た
地
下
鉄
に
乗
り
ま
し
た
。

住
職　

３
月
10
日
に
運
転
し
て
い
た
の
で
す
か
。

小
佐
野　

え
え
。
今
考
え
て
も
お
か
し
い
な
と
思
い
ま

す
が
、
地
下
鉄
は
動
い
て
い
た
ん
で
す
。

住
職　

そ
し
て
渋
谷
方
面
ま
で
行
っ
た
の
で
す
か
。

小
佐
野　

そ
れ
が
ど
う
も
、
そ
の
辺
の
記
憶
が
私
は
な

い
。
未
だ
に
足
取
り
が
、
ど
こ
ま
で
行
っ
て
乗
り
か
え

た
か
、
そ
の
当
時
の
記
憶
が
ど
う
し
て
も
出
て
こ
な
い

で
す
ね
。

住
職　

だ
け
ど
す
ご
い
お
話
で
す
ね
。

　
終
戦
を
迎
え
帰
還

住
職　

そ
れ
で
３
月
10
日
が
終
わ
り
、
８
月
に
は
終
戦

と
な
っ
て
武
装
解
除
等
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

小
佐
野　

そ
の
間
に
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

省
略
し
て
、
武
装
解
除
を
し
ま
し
た
。

住
職　

終
戦
の
前
に
い
ろ
い
ろ
不
穏
な
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
す
か
。

小
佐
野　

不
穏
と
い
う
か
、
う
わ
さ
話
が
い
ろ
い
ろ
出

て
く
る
わ
け
で
す
よ
。
現
実
に
何
か
に
遭
遇
し
た
こ
と

は
な
か
っ
た
で
す
が
、
警
戒
し
ろ
と
い
う
よ
う
な
こ
と

は
随
分
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
私
た
ち
は
あ

の
調
布
の
陣
地
か
ら
あ
る
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、
そ
こ
で

解
散
に
な
っ
て
、
田
舎
に
帰
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

帰
郷
す
る
前
に
最
初
に
寄
っ
た
の
は
妙
壽
寺
で
す
。

妙
壽
寺
は
私
に
と
っ
て
何
か
行
動
す
る
と
き
の
拠
点
に

な
っ
て
い
て
、
挨
拶
を
し
て
帰
り
ま
し
た
。

住
職　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
と
き
は
日
照

上
人
に
お
会
い
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

小
佐
野　

会
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
辺
の
記
憶
が

余
り
な
い
の
で
す
。

住
職　

日
照
上
人
勝
子
夫
人
、
私
の
祖
母
は
若
い
お
坊

さ
ん
や
皆
様
方
の
お
世
話
を
随
分
焼
い
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。

小
佐
野　

世
話
を
焼
い
て
い
ま
し
た
よ
。
私
か
ら
見
る

と
い
い
お
母
さ
ん
で
し
た
。
良
過
ぎ
る
ぐ
ら
い
で
し
た
。

住
職　

終
戦
で
山
梨
の
実
家
に
帰
ら
れ
て
、
し
ば
ら
く

田
舎
の
生
活
が
続
く
わ
け
で
す
が
、
そ
の
頃
の
心
境
は

い
か
が
で
し
た
か
。

小
佐
野　

そ
う
で
す
ね
。
田
舎
に
帰
っ
て
い
た
と
き
は

農
業
を
手
伝
っ
た
り
、
青
年
団
に
入
団
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
東
京
に
出
た
い
と
お
上
人

に
お
手
紙
を
差
し
上
げ
、
自
分
の
気
持
ち
を
訴
え
た

わ
け
で
す
（
い
き
さ
つ
は
『
追
想　

三
吉
日
照
上
人
』

1
5
4
～
1
6
0
頁
参
照
）。
お
上
人
に
私
の
悩
み

を
聞
い
て
い
た
だ
き
、
上
京
し
て
い
ろ
い
ろ
す
る
の
も

一
つ
、
田
舎
で
も
う
少
し
頑
張
る
の
も
一
つ
だ
け
れ
ど

も
、
東
京
の
生
活
も
大
変
だ
か
ら
も
う
少
し
我
慢
す
る

か
、
と
い
う
内
容
の
ご
返
事
を
い
た
だ
い
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
あ
の
こ
ろ
は
お
上
人
も
京
都
大
本
山
妙
蓮
寺

に
貫
首
と
し
て
お
勤
め
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
、
お
寺
で
は
我
々
の
よ
う
な
俗
人
が
何
人
か
お
世
話

に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
も

あ
る
し
、
悩
み
が
多
い
の
だ
と
い
う
お
手
紙
を
頂
戴
し

ま
し
た
。

住
職　

妙
壽
寺
に
戻
ら
れ
た
の
は
何
年
で
す
か
。

小
佐
野　

24
年
で
す
。
そ
れ
で
就
職
し
ま
し
た
。

住
職　

す
る
と
、
繰
り
上
げ
卒
業
で
す
ね
。

小
佐
野　

で
す
か
ら
、
ま
と
も
な
卒
業
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
家
内
の
姉
の
主
人
が
勤
め
て
い
た
大
阪
住

友
海
上
（
現
在
の
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
）

を
紹
介
さ
れ
、
入
社
試
験
を
受
け
て
入
り
ま
し
た
。

住
職　

奥
様
は
甲
府
の
方
で
す
ね
。

小
佐
野　

は
い
。
24
年
５
月
に
田
舎
で
披
露
宴
を
し
ま

し
た
。
そ
の
際
に
お
上
人
に
お
話
を
し
た
ら
、
私
は
伊

東
深
水
先
生
の
息
子
さ
ん
の
仲
人
役
で
行
け
な
い
か
ら

と
、
顕
道
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
の
と
き
に

お
上
人
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
の
が
こ
れ
（
床
の
間
に

掲
げ
て
い
る
書
）
で
す
。

住
職　
「
祝
小
佐
野
章
氏
賀
儀
」。
結
婚
だ
か
ら
賀
儀
で

す
ね
。
こ
の
家
で
奥
様
と
の
新
生
活
を
始
め
ら
れ
た
の

は
…
。

小
佐
野　

こ
の
家
で
生
活
し
た
の
は
25
年
の
暮
れ
か
ら

で
す
。
翌
年
12
月
に
こ
の
土
地
を
お
上
人
に
世
話
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

住
職　

こ
ち
ら
に
住
ま
わ
れ
て
65
年
ぐ
ら
い
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

　「
戦
争
」
に
思
う
こ
と

住
職　

今
、
世
界
各
国
で
い
ろ
い
ろ
な
紛
争
や
戦
争
が

起
き
て
い
ま
す
が
、
戦
後
、
日
本
は
戦
争
を
し
な
い
と

い
う
こ
と
守
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
小
佐
野
さ
ん
は
戦

地
に
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
実
際
に
戦
争
を
体
験
さ
れ
ま

し
た
。
今
の
時
代
や
戦
争
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
か
。

小
佐
野　

喧
嘩
も
同
じ
で
す
け
れ
ど
も
、
戦
争
す
る
に

は
そ
れ
ぞ
れ
み
ん
な
理
屈
が
あ
り
、
仕
向
け
ら
れ
る
人

と
、
そ
れ
を
受
け
る
人
が
必
ず
あ
る
わ
け
で
す
。
争
う

と
き
は
必
ず
誰
か
が
先
に
種
を
ま
き
、
そ
れ
を
受
け
る

か
ら
争
い
に
な
る
の
で
す
。
一
部
の
軍
人
の
闘
争
心
に

よ
っ
て
平
和
が
乱
さ
れ
る
。
私
は
、
先
の
戦
争
の
元
凶

は
や
は
り
日
本
が
悪
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今

日
の
世
界
情
勢
を
つ
く
っ
た
ア
ジ
ア
地
区
に
お
け
る
一

つ
の
元
凶
は
、
日
本
の
当
時
の
一
部
の
為
政
者
が
そ
う

し
た
と
い
う
感
じ
を
受
け
て
い
ま
す
。

住
職　

お
か
げ
さ
ま
で
妙
壽
寺
も
小
佐
野
家
と
ご
縁
が

あ
っ
て
、
私
も
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
同

時
に
常
在
寺
さ
ん
と
妙
壽
寺
と
長
く
ご
交
誼
を
い
た
だ

い
て
、
現
在
も
い
ろ
い
ろ
ご
指
導
い
た
だ
き
あ
り
が
た

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

小
佐
野　

今
な
お
、
日
照
上
人
に
つ
い
て
、
私
は
考
え

れ
ば
考
え
る
ほ
ど
す
ご
い
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
す
。
日

照
上
人
は
若
く
し
て
妙
壽
寺
を
引
き
継
い
だ
わ
け
で
ね
。

住
職　

21
歳
で
す
か
ら
。

小
佐
野　

常
在
寺
さ
ん
、
妙
壽
寺
さ
ん
、
し
か
も
私
は

両
方
の
お
寺
に
関
係
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
わ
け
で
す

か
ら
、
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

住
職　

私
に
と
っ
て
は
小
佐
野
さ
ん
の
そ
う
い
う
お
話

を
伺
え
る
と
い
う
の
も
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

日
照
上
人
は
私
が
生
ま
れ
る
前
に
遷
化
さ
れ
て
い
ま
す

し
、
い
わ
ん
や
森
智
孝
上
人
、
そ
の
後
の
森
日
行
上
人

は
私
に
と
っ
て
は
仰
ぎ
見
る
よ
う
な
方
で
す
か
ら
、
そ

う
い
う
方
々
の
お
話
を
少
し
で
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
佐
野　

そ
う
い
う
関
係
は
今
考
え
て
も
何
か
必
然
的

に
い
ろ
い
ろ
な
つ
な
が
り
が
あ
る
な
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
人
間
の
縁
と
い
う
の
は
不
思
議
で
す
ね
。

住
職　

本
日
は
当
山
に
と
っ
て
大
事
な
歴
史
の
一
こ
ま

の
内
容
で
あ
り
、
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
了
）

住
職　

本
日
は
小
佐
野
家
に
出
向
き
ま
し
て
、
た
だ
今

お
線
香
を
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
４
月

20
日
に
奥
様
（
常
寿
院
妙
章
日
貞
大
姉
）
が
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
が
、
ご
主
人
様
と
し
て
さ
ぞ
お
淋
し
い
こ
と

と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
当
山
本
堂
に
お
い
て
お
葬
式

を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
小
佐
野
家
と
お
寺
と
の
深
い

つ
な
が
り
の
ご
縁
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
は
戦
後
70
年
で
す
。
年
々
戦
争
の
記
憶
が
遠
の

い
て
い
く
中
で
、
小
佐
野
様
に
戦
争
体
験
お
よ
び
先
々

代
日
照
上
人
の
お
話
を
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
妙
壽
寺
と
の
ご
縁

住
職　

初
め
に
妙
壽
寺
と
の
ご
縁
で
す
が
、
と
に
も
か

く
に
も
山
梨
県
富
士
河
口
湖
の
常
在
寺
様
で
す
。
ご
先
々

代
森
智
孝
（
日
要
）
上
人
は
私
共
宗
派
の
初
代
宗
務
総

監
を
お
務
め
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
日
照
上
人
に
と
っ
て

は
宗
務
上
、
師
匠
の
よ
う
な
方
に
当
た
る
わ
け
で
す
。

小
佐
野
家
は
そ
の
常
在
寺
さ
ん
の
お
檀
家
な
の
で
す
ね
。

小
佐
野　

そ
う
で
す
。

住
職　

集
落
中
が
皆
、
小
佐
野
姓
で
す
か
。

小
佐
野　

い
え
、
集
落
に
は
い
ろ
い
ろ
な
姓
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
村
の
歴
史
を
辿
る
と
一
番
ト
ッ
プ
に

い
た
の
が
小
佐
野
姓
を
名
乗
っ
た
人
の
よ
う
で
す
ね
。

住
職　

地
区
名
は
何
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。

小
佐
野　

勝
山
村
で
し
た
が
、
今
は
富
士
河
口
湖
町
勝

山
で
す
。
大
正
11
年
５
月
27
日
に
次
男
坊
と
し
て
生
ま

れ
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
い
ま
し
た
。
私
の
父
は
田
舎

人
の
割
に
は
勉
強
に
目
覚
め
て
い
ま
し
て
、
甲
府
の
師

範
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
卒
業
直
前
に
病
気
に

な
り
、
結
局
、
満
足
に
卒
業
し
き
れ
な
い
で
退
学
し
て

村
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
祖
父
は
農
業
が
ベ
ー
ス
で
し

た
が
、
父
は
雑
貨
商
、
田
舎
の
よ
ろ
ず
や
の
よ
う
な
商

売
を
始
め
て
、
し
ば
ら
く
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
さ
な
部
落
で
す
か
ら
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
郵
便
局

を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
、
父
が
郵
便
局
長
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
指
名
さ
れ
た
の
か
、
立
候
補
し
た
の
か
、

い
き
さ
つ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
…
。

住
職　

地
方
の
名
士
で
信
用
の
あ
る
方
で
な
い
と
受
け

ら
れ
な
い
で
す
ね
。

小
佐
野　

そ
う
で
す
。
郵
便
局
長
を
務
め
な
が
ら
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

住
職　

そ
の
こ
ろ
の
常
在
寺
住
職
の
森
智
孝
上
人
と
小

佐
野
家
と
の
ご
関
係
は
。

小
佐
野　

祖
父
は
分
家
し
ま
し
た
が
、
本
家
が
常
在
寺

さ
ん
と
親
し
か
っ
た
た
め
、
分
家
し
て
も
親
し
く
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
父
が
檀
家
総
代
な
ど
を
務
め
て

い
ま
し
た
。

住
職　

小
佐
野
さ
ん
は
ご
次
男
で
、
地
元
の
小
学
校
を

出
て
、
中
学
は
ど
ち
ら
で
す
か
。

小
佐
野　

大
月
で
す
。

住
職
　
と
い
う
こ
と
は
、
ご
両
親
と
一
緒
に
生
活
さ
れ

た
の
は
12
年
ぐ
ら
い
で
す
か
。

小
佐
野　

12
年
し
か
な
い
。

住
職
　
そ
れ
は
今
の
時
世
と
は
と
て
も
違
い
ま
す
ね
。

小
佐
野　

私
の
親
と
い
う
の
は
す
ご
い
で
す
ね
。
子
供

を
手
放
し
て
も
、
教
育
を
つ
け
る
こ
と
に
専
念
し
た
の

で
す
。
そ
の
か
わ
り
、
ど
う
い
う
生
活
を
送
っ
て
い
る

か
よ
く
見
に
来
ま
し
た
よ
。
大
月
の
郵
便
局
長
と
仲
が

よ
か
っ
た
の
で
、
仕
事
の
話
を
す
る
傍
ら
私
の
と
こ
ろ

に
面
会
に
来
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
常
在
寺
智
孝
上

人
の
ご
紹
介
で
、
15
年
、
妙
壽
寺
さ
ん
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

住
職　

そ
の
こ
ろ
は
、
妙
壽
寺
は
深
川
か
ら
烏
山
に
越

し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
上
京
さ
れ
た
初
日
は
い
か
が

で
し
た
か
。

小
佐
野　

初
日
は
父
と
一
緒
で
す
。
父
は
折
々
、
必
ず

私
と
同
行
し
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
後
の
出
征
時
も
親

父
と
妙
壽
寺
で
一
泊
し
て
い
ま
す
。

住
職　

当
山
の
今
の
第
一
庫
裡
、
西
祥
苑
は
、
建
て
か

え
る
前
は
日
本
家
屋
で
、
そ
の
１
階
の
奥
の
間
に
日
照

上
人
の
居
間
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
方
に
伺
う

と
、
日
照
上
人
に
お
目
通
り
す
る
に
は
、
ま
ず
そ
こ
に

来
て
ご
挨
拶
を
し
て
お
話
を
承
る
と
よ
く
聞
い
て
お
り

ま
し
た
。
や
は
り
上
京
さ
れ
た
初
日
は
日
照
上
人
が
お

ら
れ
ま
し
た
か
。

小
佐
野
　
そ
の
時
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

住
職　

そ
れ
か
ら
お
寺
の
生
活
が
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
妙
壽
寺
で
の
寄
宿
生
活

住
職　

戦
前
の
妙
壽
寺
は
い
か
が
で
し
た
か
。

小
佐
野　

お
弟
子
さ
ん
が
４
、５
人
お

ら
れ
ま
し
た
。
露
木
泰
隆
さ
ん
、
浦
辺

泰
恭
さ
ん
、
矢
吹
一
郎
（
泰
英
）
さ
ん
、

後
に
教
師
に
な
ら
れ
た
一
郎
さ
ん
の
弟

の
智
康
さ
ん
も
い
ま
し
た
ね
。
私
は
そ

の
中
で
ま
っ
た
く
の
俗
人
で
し
た
。

住
職　

ま
る
で
お
坊
さ
ん
の
よ
う
な
感

じ
で
す
。

小
佐
野　

俗
世
間
で
、
な
じ
ま
な
か
っ

た
ん
で
す
。「
な
じ
め
な
か
っ
た
」と
言
っ

た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
余
談
で
す
が
、
お
塔
婆
の
表
面
は
も

ち
ろ
ん
書
く
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

忙
し
い
と
き
は
裏
面
に
誰
が
書
い
て
も

い
い
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
２
回

ぐ
ら
い
書
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
あ

れ
は
大
胆
な
こ
と
を
し
た
も
の
だ
と
思

い
ま
す
よ
、
で
も
そ
れ
が
許
さ
れ
た
。

住
職　

大
学
は
ど
ち
ら
に
行
か
れ
た
の

で
す
か
。

小
佐
野 

章 

氏
（
元
住
友
海
上
火
災
保
険
勤
務
）

本
堂
落
慶
30
周
年
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー聞

き
手 

三
吉
廣
明
上
人

（
平
成
27
年
7
月
1
日
　
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
・
小
佐
野
家
）

第11回 

小
佐
野 

章
氏
と
三
吉
廣
明
住
職

Profile

日本大学法文学部英法学科進学
時。当時は青雲の志に燃えていた
（昭和17年 4月）

小佐野　章
しょう

 氏 

大正11年 5月 27日生まれ　93 歳

昭和
15 年　山梨県立都留郡中学校卒業
17年　�日本大学予科文科卒業　	 	

同大学法文学部法律学科入学	 	
同学部特別研究生試験に合格

19 年　�戦時下特別措置として繰上げ卒業
24 年　�大阪住友海上火災保険株式会社入社
52 年　�同社退職と同時に自動車保険料　

率算定会社に入社
63 年　同社退職


